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催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

く
ら
し

手
続
き
・
制
度

募
集

年
末
年
始
の
業
務
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

「
お
知
ら
せ
」掲
載
記
事
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

●
開
催
に
当
た
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

防
止
対
策
を
行
い
ま
す

●
感
染
防
止
の
た
め
、
催
し
を
中
止
ま
た
は
延
期
、
内
容

の
変
更
、
施
設
を
休
館
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
記
事
は
11
月
20
日
㈮
時
点
の
情
報
で
す

　毎号、記事にまつわる話を
長岡ゆかりのキャラクターや
動物が紹介します。

今回は、和島地域のマスコット
キャラクター「わし麻呂
くん」。平成６年に生涯
学習のマスコットとして
誕生しました。平成24
年に「わしま観光大使」
となり、さまざまなイベ
ントで和島地域をＰＲし
ています。

なら王わし麻呂

年末年始向けの情報がある
よ。見逃さないでね！

市ホームページ：https://www.city.nagaoka.niigata.jp/
◆略字の見方
日＝日時・期日　　 　時＝時間　　　　 　場＝場所・会場
内＝内容　　　　　 　講＝講師　　　　 　対＝対象・資格
定＝定員・募集人数 　￥＝料金・参加料 　持＝持ち物
申＝申し込み　　　 　問＝問い合わせ
先着…先着順　　  　抽選…申し込み多数の場合は抽選
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

　注） 対どなたでも、定特になし、￥無料、申不要（直接会場へ）
　 　の場合は、記載なし
◆申し込み方法
・電話、ファクス、Ｅメールの記載がある場合は、その方法で

申し込み可
・Ｈは、市ホームページの「イベントカレンダー」「募集情報」

で申し込み可
◆庁舎の表記
アオ＝アオーレ長岡　　市セ＝市民センター
大手＝大手通庁舎　　　さい＝さいわいプラザ

栃
尾
美
術
館�
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53
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６
３
０
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●
絵
付
け
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
「
張
り

子
の
丑う

し

で
来
年
の
干
支
づ
く
り
」

日
①
12
月
19
日
㈯
②
20
日
㈰　
時

①
②
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
②
午

後
１
時
30
分
〜
３
時　
対
３
歳
以

上
（
小
学
３
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）　
定

各
８
人
先
着　
￥
各
４

０
０
円　
持
エ
プ
ロ
ン　

申
12
月
10
日
㈭
か
ら

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー「
地
球
広
場
」

市
セ�

Ｔ
39
・
２
７
１
４

●
Ｗワ

ー

ル

ド

ｏ
ｒ
ｌ
ｄ 

Ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ　
　

～
世
界
の
茶
の
間
～

　
外
国
人
市
民
が
英
語
で
母
国
の

文
化
を
紹
介
。
簡
単
な
英
会
話
も

楽
し
め
ま
す
。

日
１
月
16
日
㈯
午
前
10
時
〜
11
時

30
分　
定
40
人
先
着　
申
12
月
10

日
㈭
か
ら

ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
長
岡
大
手

�

Ｔ
39
・
３
３
０
０

申
12
月
10
日
㈭
か
ら
（
Ｈ
可
）　

保
育
＝
各
開
催
日
の
10
日
前
ま
で

❶
「
ま
ち
な
か
カ
フ
ェ
」

①
井
上
円
了
の
妖
怪
学

日
１
月
21
日
㈭　
講
県
立
歴
史
博

物
館
専
門
研
究
員
・
田
邊
幹も

と
きさ
ん

②
趣
味
の
工
具

日
１
月
26
日
㈫　
講
長
岡
技
術
科

学
大
学
准
教
授
・
鈴
木
常つ

ね

生お

さ
ん　

持
お
気
に
入
り
の
工
具
（
あ
れ
ば
）

◇　
　
　
　
◇

①
②
い
ず
れ
も　
時
午
後
７
時
〜

８
時
30
分　
定
20
人
先
着　
￥
５

０
０
円　

❷
ま
ち
な
か
大
学　
　
　
　
　
　

北
陸・新
潟
県
の
土
木
史
―
橋
、

道
路
、鉄
道
に
歴
史
あ
り
―

日
１
月
18
日
〜
２
月
15
日
の
毎
週

月
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

（
計
５
回
）　
講
長
岡
技
術
科
学

大
学
教
授
・
下
村
匠
さ
ん
ほ
か　

定
30
人
先
着　
￥
３
、０
０
０
円

秘
書
課
ア
オ�

Ｔ
39
・
２
２
０
０

●
新
年
賀
詞
交
換
会

日
1
月
４
日
㈪
午
前
11
時
30
分
〜

正
午　
場
ア
オ
ー
レ
長
岡　
￥
５

０
０
円
（
飲
食
な
し
）　
申
12
月

11
日
㈮
ま
で
に
会
費
を
添
え
て
、

秘
書
課
、
各
支
所
地
域
振
興
課
へ

農
の
駅　
あ
ぐ
ら
っ
て
長
岡

（
ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー
）

�

Ｔ
34
・
５
３
６
０

●
み
そ
づ
く
り
体
験

　
県
内
産
の
大
豆
を
使
い
、
麹こ

う
じ

か

ら
み
そ
を
つ
く
り
ま
す
。

コ
ー
ス
・
日
Ⓐ
１
月
15
日
㈮
〜
17

日
㈰
Ⓑ
19
日
㈫
〜
21
日
㈭
Ⓒ
22
日

㈮
〜
24
日
㈰
Ⓓ
26
日
㈫
〜
28
日
㈭　

時
い
ず
れ
も
１
・
３
日
目
…
午
前

９
時
〜
正
午
、
２
日
目
…
午
前
10

時
〜
10
時
30
分　
定
大
豆
使
用
量

１
２
０
㎏
ま
で
抽
選　
￥
大
豆
５

㎏
３
、６
０
０
円
、
10
㎏
７
、２
０

０
円　
申
12
月
15
日
㈫
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
の
往

信
の
裏
に
希
望
コ
ー
ス
・
大
豆
量
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
返
信
の
表
に
自
分
の
宛
先

を
記
入
し
て
〒
９
４
０
―
０
８
２

１
栖
吉
町
３
６
７
０
農
の
駅
あ
ぐ

ら
っ
て
長
岡
へ
（
１
講
座
に
つ
き

１
枚
）

初公開の資料も
企画展「如是蔵博物館資料展」
問科学博物館さいＴ32・0546

　昨年12月に市へ寄付された如
に ょ 　 ぜ 　 ぞ う

是蔵博物館の収蔵資料
を、約10点展示します。
日12月18日㈮～１月31日㈰午前９時～午後５時（入館
は午後４時30分まで。12月21日㈪・28日㈪～１月４日
㈪・18日㈪は休館）

「士魂商才」の大実業家

師の言葉を胸に
関西で財界の礎を築く

　
約
30
年
前
の
創
業
当
時
は
、
社

員
２
人
の
電
子
機
器
の
下
請
け
会

社
で
し
た
。
継
続
的
な
取
り
引
き

も
な
く
、
受
注
も
数
社
ほ
ど
で
、

長
い
歳
月
苦
し
い
状
況
が
続
き
ま

し
た
。

　
そ
れ
を
打
破
す
る
た
め
に
顧
客

視
点
に
立
ち
、
顧
客
ニ
ー
ズ
の
徹

底
的
な
調
査
を
行
い
、
長
期
的
な

販
売
戦
略
を
練
る
こ
と
の
重
要
性

を
認
識
し
ま
し
た
。

　
お
客
様
の
中
に
あ
る
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
、
研
究
開
発
を
あ

き
ら
め
ず
技
術
を
先
取
り
で
き
れ

ば
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
流
れ
が

生
ま
れ
ま
す
。
も
の
づ
く
り
を
含

む
あ
ら
ゆ
る
物
事
は
〝
コ
ト
づ
く

り
〞
に
注
力
す
る
こ
と
か
ら
始
ま

る
と
考
え
た
の
で
す
。

　
米
百
俵
プ
レ
イ
ス
に
は
、
一
流

の
思
考
や
多
様
な
価
値
に
触
れ
ら

れ
、
お
手
本
に
な
る
人
と
出
会
え

る
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
全
て
の
物
事
の
本
質
は
、
た
く

さ
ん
の
失
敗
や
苦
労
し
た
体
験
か

ら
見
え
て
き
ま
す
。
多
く
の
経
験

を
積
む
こ
と
で
「
真し

ん

摯し

さ
」
や

「
健
全
な
心
」
と
い
っ
た
、
バ
ラ

ン
ス
感
覚
に
優
れ
た
社
会
的
感
性

を
育
め
る
は
ず
で
す
。

ニーズに沿った“コトづくり”に挑む

　
か
つ
て
先
人
は
未
来
を
見
据
え
、
長
岡
の
ま
ち
の
礎

を
築
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
も
同
じ
志
を
持
っ
て
活
躍

す
る
人
が
い
ま
す
。
次
代
を
担
う
若
者
た
ち
に
そ
の
想

い
を
伝
え
、
未
来
へ
と
つ
な
ぐ
「
米
百
俵
プ
レ
イ
ス

（
仮
称
）」
へ
の
期
待
の
声
と
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

問
中
心
市
街
地
整
備
室
Ｔ
39
･
２
８
０
７

米
百
俵
プ
レ
イ
ス
か
ら

始
ま
る
新
た
な
未
来

（
仮
称
）

大
手
通
坂
之
上
町
地
区
再
開
発
事
業

社会ニーズを捉えて
企業の挑戦や成長を支援

　　　　　　５階の産業フロアでは、専門家によ
る経営・技術相談や起業支援が充実。社会のニー
ズに対応したプロジェクトへの挑戦や経営課題の
解決など、経営者や起業家に寄り添って事業の成
長・発展をサポートしていきます。

▲起業相談などはN
ナ デ ッ ク

aDeC B
ベ ー

A
S

ス

Eで先行実施中

米プレ
こんなトコ

 現代版 
 国漢学校  互尊文庫 

栃尾地域出身。幼名は寅
とら

太
た

。阪神タイガースの生
みの親といわれ、かつて
甲子園球場に銅像が建立。

　

武
士
の
魂
と
商
人
の
感
覚
を
合

わ
せ
持
ち
、
多
く
の
事
業
を
起
こ

し
た
人
。

　

士
族
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

長
岡
藩
家
老
・
河
井
継
之
助
か
ら

の
薫く
ん

陶と
う

を
受
け
「
こ
れ
か
ら
は
商

人
の
時
代
。
お
前
は
商
人
に
な

れ
」
と
諭
さ
れ
ま
し
た
。

　

継
之
助
の
言
葉
に
従
い
、
明
治

維
新
後
、
大
蔵
省
に
勤
め
、
三
島

億
二
郎
ら
が
計
画
し
て
い
た
第

六
十
九
国
立
銀
行
（
現
・
北
越
銀

行
）
の
設
立
と
い
っ
た
長
岡
の
産

業
の
発
展
に
も
全
面
的
に
協
力
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
欧
州
視
察
の
経
験
を

基
に
、
阪
神
電
気
鉄
道
や
大
阪
麦

酒（
現
・
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
）、
ガ

ス
、
銀
行
、
造
船
な
ど
多
く
の
事

業
の
立
ち
上
げ
に
尽
力
。「
東
の

渋
沢
栄
一
」「
西
の
外
山
脩
造
」
と

い
わ
れ
る
実
業
家
と
な
り
ま
し
た
。

㈱システムスクエア
代表取締役社長

山田 清
き よ

貴
た か

 さん
35歳の時、東京から長岡へＵ
ターンして創業。食品工場な
どの生産ラインに設置される
異物検査装置で国内第３位の
シェアを誇る。第９回外山脩
造賞（令和２年）を受賞。

◀
初
公
開
の
屏
風「
長
岡
の
風
景
」

（
水
島
爾に

保ほ

布ふ

作
）

 連載 

その五
経営・
　創業

天保13（1842）年～大正５（1916）年

とやま しゅうぞう

外山 脩造


